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(l)加藤一郎 ・宮原守男・野村好弘編（昭和51年） ・ 不法行為判例集成•第 10巻・人の被





(2)同上 •PP.9 7 ~98「先づ体育委員（生徒）の指導によって準備運動を行った後、更に被
告照井（水泳指導教師 ・筆者注） の指揮によ って水泳運動に必要な身体各部の柔軟体操
や補強運動を行った。 （中略）むしろ準備運動は入念綿密に行われたというべきであ
る。」
(3)同上 • P. 1 2 15 「本件事故当日の水泳教室は、前記認定の通り、準備体操・シャワー i谷
び・腰掛けキック・壁キ ックの順序で行なわれたのであり、右練習方法には事故発生の
原因とされるべき問題点はない。」









(6)同上 •P.1215 「本件事故当 日の水泳教室は、前記認定のとおり、準備体操・シャワー浴
び ・腰掛けキック ・壁キックの順序で行なわれたものであり、右練習方法には本件事故
発生の原因とされるべき問題点はない。」
(7)同上 •P.205 「水泳未経験者を対象とする水泳講習をするにあた っ て、その指導監督の
任にある者は、講習時間中に十分危害防止の措置を構ずべき義務があることはもちろん
である （後略）」





























(14)同上 •P.204 「右講習中は常に受講者二人が一組となって行動する、いわゆるバデ イ ・
システムがとられ、 （中略）水泳練習中及びその前後も一組となった受講者がたえず互
に相手方の存在を確認することとして事故の防止に努めていた。」
(15)同上 •P.1644 「被告公園協会 （水泳プール管理者・筆者注） は、 （中略）プールサイド
を走ってきた勢いでプールに飛び込む者 がいないよう注意する等の措置をとる義務は
ある （後略）」
(16)同上 •P.1644 「プールが混雑している場合には、被告公園協会 （水泳プール管理者・ 筆
者注）は、スタート台から飛び込む者が水中にいる者に衝突しないように注意、指導
（中略）する等の措置をとる義務はある。」
(17)同上 •P.206 「プール利用時間中たえずこれ （ プール利用者・筆者注） に監視の目を怠
らず、仮りにも利用者に異変を発見した時は直ちに臨機の措置を構ずべきことは自明で
ある。」






（水泳授業担当教師・ 築者注）らにと って極めて困難なものであったとはいえ、 当然の
義務である麻生のための適切な措置を過失によりその知識がなかったためとりえなかっ
たのである。」




















(25)同上 •P.1747 「 i永げない児童・幼児が小人用プールから大人用プールに接近して、ス
タート台付近で危険な行動をするのを規制したり、 （中略）もって、事故の発生を未然
に防止すべきである。」













(29)同上 •P.1644 「プールが混雑している場合には、被告公園協会 （水泳プール管理者・籠
者注）は、スタート台から飛込む者が水中にいる者に衝突しないように注意・指導 （中
略）する等の措置をとる義務はある （後略）」
(30)同上 •P.1648 「監視員に よる注意等により、被告 （水泳プールの設置管理者の大阪市・
筆者注）らとしては本件のようなプーでの飛込事故防止のために通常必要と考えられる
対策は講じていたと解すべきであ って（後略）」




(32)同上 • P.99 「プール内にはテストを受けた生徒とテス ト 中の生徒の精々 三、四名がいる
だけで、 （中略）水泳中の生徒に異常事態が発生すれば、ただちに発見しうる状況下に
ある（後略）」
(33)同上 • P . 1644 「場内アナウンスによって平均 5 分間の間隔で、 「場内では走らぬよ
に」 ・ 「プールには飛込まないように」 ・ 「プールに入るには深さを確めて入るよう
に」という注意放送をしており、 （中略）この点に過失のかどは認められない。」




































(I)加藤一郎・宮原守男 • 野村好弘編 （昭和51 年 ） ・不法行為判例集成 • 第 10巻・人の被害
(I) ・ ぎょうせい • P.204 「午後八時半になると鎌田雄（水泳講習会指導者・筆者注）の
合図で再びプールサイドにあがって同人から本日の講習が終了したこと（中略）を告げ
られ （中略）、水泳練習（中略）後も 一組とな った受講者がたえず互に相手方の存在を
確認することとして事故の防止に努めていた。」






























（表 1 (1), (2) ) 
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表 1 本稿において検討対象とした判例の概要
! No. ①事故発生場所 ②被（被害害者） I ③被告 ④争点
1 市（体立育中授学業校cプール 1|  中（心学不3‘ 年生男子 1千葉市 授臓業担当教諭の
中） 全による死亡） 1 l (授業担当教諭の 心マッサージの不作為
使用者） と死亡との因果関係
2 市（体立育中授学業校中プ）ー）叶1中学生男子 横浜市 指「助導走のつ教き諭飛の込過み失」
（全身マヒ） （体育授業担当
1 教翰の使用者）
3 同上 同上 I 同上 同上
I 








6 市立高校プール 高校 1年生男子 I 大阪市 プールの設置・管理の
（水泳部活動中） 水泳部員 （プールの設置・ 瑕疵
l （溺死） 管理者）
7 市立小学校プール 3オ7ヶ月の幼女 釜石市 プールの設置・管理の
I 




8 民間ホテルのプ一 成（他人の男プ子ー ホテル経営者 プールの設置・管理の





7オ 1ヶ月男児 民（プ間ープ）ール経営者 1⑦プールの設置・管理の
（溺死） レの設置・ 瑕疵















⑤結論 ⑥裁判所 ⑦裁判年月日 ⑧関係する［注）番号
千葉地裁 昭和49年
I 
認められなかった  Il,(2)・(4)-(5)・(13) 
11月28日 (19) • (20) ・ (32) 





I認められた I東京高裁 昭和59年 I:(9) 
！ 5月30日
I⑦認められた 東京地裁 昭和39年 I : (7) • (11)・(14)・(17)
10月27日 (21) • (22) 
①認められた ill:(1)•(2) ・（ 3) ・ (4)














I認められた 大津地裁 昭和41年 I : (26) • (27)・(28)
i 
9月24日
I I I 






（か認められなかっ 浦和地裁 昭和60年 I : (3) • (6), (10) • (12) 


































大阪府 プールの設置・管理の ： 
（プールの設置・ 瑕疵
管理者）
大阪市 ！ | Rプールの設置・管理の ：
（プールの設置・ 瑕疵
I 
管理者及び !cプール監視員の過失 ； 




















⑤結論 ⑥裁判所 ⑦裁判年月日 ⑧関係する （注）番号
認められなかった 大阪地裁 昭和44年 I : (15) • (16)・(29)・(31)
11月27日 (33) 
I 




⑦認められなかっ 広島地裁 昭和52年 I : (23)・(25)・(34)
た 12月22日
C)認められた
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